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Point 1

職場におけるハラスメントは、人権侵害であり、何があっても許されることではありません。
さらに、働く意欲の低下を招く、能力発揮を阻害するなど、働きやすい環境づくりの障害
となります。本書は、ハラスメントの中でもパワーハラスメント（以下、「パワハラ」という）
をメインとし、防止につなげるヒントを整理しました。よりよい JA の組織づくりに向けた
学習にお役立てください。
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職場で発生するハラスメントの火種を鎮火し、悩める職員たちを救うレスキュー隊員。
フットワークの軽さが自慢。冷静な判断力とリーダーシップで、職場の安全と平和を守る。

風通しのよい
職場づくりのポイント

PART

1

本書ナビゲーター ハラレスキュー

一緒に学ぼう！

このパートでは、パワハラの定義や
類型、なくならない要因、

防止につなげるコミュニケーション
などを整理する。

組織の一員として意識を高めよう。
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近年注目を集める概念に、「心理的安全性」があります。その研究は約 60 年の歴史がありますが、

1999 年ハーバード大学のエイミー・Ｃ・エドモンドソン教授が発展させ、2016 年 Google 社が「生産性

が高いチームは心理的安全性が高い」という研究結果を発表して、広く知られるようになりました。

「心理的安全性」とは、「メンバーの誰もが地位やキャリアにかかわらず、対人関係の不安なく率直

に何でも言い合え、行動できる状態」を指します。ただし、「何でも言い合える」とは、単に「仲がよい」

や「ぬるま湯職場」ではなく、チームの成果に向けて健全に意見を戦わせることができるという意味です。

チームの心理的安全性が高まると、率直な意見や新たなアイデアも出やすくなり、イノベーションの促

進、ミスの報告を含む情報共有の活発化、組織へのエンゲージメント向上、そして仕事にやりがいを

感じて責任をもって働くようになるなど、多くのメリットをもたらします。さらに、そのようなチームでは、互

いを尊重し、助け合う雰囲気が醸成されるため、ハラスメントを含む不祥事の発生リスクも下がります。

心理的安全性が低い職場では、メンバーの中に次の 4 つの不安が増すとされています。

①「無知だと思われる不安」から、必要な情報を得るための質問や相談をしない
②「無能だと思われる不安」から、ミスを報告しない、失敗を認めない
③「ネガティブだと思われる不安」から、改善点や問題点を指摘できない
④「邪魔をする人だと思われる不安」から、意見や支援を求めない

上記はチームの生産性を下げるだけでなく、ハラスメントを含む不祥事の温床ともなり得ます。

働きやすい職場には、対人関係の不安がなく、健全な意見を出し
合える環境が欠かせません。そのベースとなる「心理的安全性」
を確認しましょう。

心理的安全性を高めるPoint

1

1 心理的安全性とは

2 心理的安全性が低い職場で起こること

コンプライアンス
違反

サービス残業 過剰なノルマ

長時間労働

ハラスメント



これってパワハラ？　
事例で考える職場の
コミュニケーション

PART

2

現場へ出動！

このパートでは、職場で起こった
出来事を基に、

原因や考え方を掘り下げる。
問題の解消法や防止のポイントを学び、

職場づくりに活かそう。
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【身体的な攻撃】

反省を促すため立ったまま
ミーティングに参加

両者の主張

Case

1

ある日の事例

入組 2 年目の山本さんは、最近よくミーティン
グに遅刻する。課長の川口さんはその都度注意
するが、なかなか改善されない。今回もミーティ
ング前に「重要なミーティングだから遅刻をしな
いように」と念を押したが、やはり遅刻した。そ
のため、川口課長は、山本さんに反省を促そうと、
30 分のミーティングの間、ずっと立ったまま参
加させた。

以前から山本さんには、遅刻に対して再三指導をしています。けれども、
一向に直りません。大切なミーティングに遅刻することで、メンバーたちも
山本さんに不満感をもっています。もし、お客様とのアポイントに遅刻するよ
うなことがあっては、組織として信頼を損ねます。ですから、どれだけ遅刻
がよくないことなのかを理解して反省をしてもらう意味で、山本さんにはミー
ティングに立ったまま参加してもらいました。

みんなが座ってミーティングをしている間、1 人だけ立ったまま参加させら
れるなんて、みせしめのようで恥ずかしかったし、30 分も立たされて辛かっ
たです。確かに遅刻をしたことは悪いと思いますが、なにも小学生みたいに
立たせて反省させることはないのでは？　これは完全なパワハラに該当すると
思います。

これってパワハラ？
　 詳しくみてみよう

（川口課長）

（山本さん）
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